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中国自動車業界の最新動向：表と裏 
－内巻競争と海外進出／BYD・CATL・華為・小米と日本勢の見通し－ 

－講 師－     上海工程技術大学 客員教授 湯 進 氏 
 

日 時 

受講方法 

会 場 

2025年９月２６日（金） 午後１２時３０分～２時 

会場受講／ライブ配信 

紀尾井フォーラム 千代田区紀尾井町４－１ ニューオータニガーデンコート１Ｆ 
 

［重点講義内容］ 

2025 年の中国新車市場では「内巻式競争」と呼ばれる過当価格競争で、部品企業への代金支払いの延滞、業界全体

の収益低下が課題となっている。中国勢が人工知能（AI）や自動運転補助機能（ADAS）を備える電動車を投入し、日米欧

ブランドとの差別化を見せつけた。マーケットの大きさやモノづくりの進化も世界の電動化と知能化を先行している中国車

の現在地を見れば必然な結果であり、その変化の速さが部品サプライヤーを含む日本勢にもたらす脅威は、はるかに大きい

ものである。一方、トヨタの中国販売台数は今年１～7 月に前年比 6.6％増を見せ、数少ないプラス成長の外資ブランドと

いえる。HV と EV の二刀流戦略で日本車衰退の一途から脱出できるのか。トヨタの動きは、日本の自動車業界から強い

関心が寄せられている。 

国内で消耗戦を強いられているなか、中国勢は相次ぎ海外への輸出戦略を展開し、海外工場の建設にも取り組んで

いる。特にこれまで事業を拡大してきた東南アジアにおける中国勢の布陣は今後の対日本車の前哨戦であろう。一方、

中国車が世界市場に流入したことで、欧米諸国が警戒感を引き起こしている。ロシアでの販売不振に加え、中国勢は経済

摩擦を生みにくい中東やアフリカでの成長に懸けている。生産拠点が中国国内にあり、サプライチェーンもグローバル化

の度合いが低いものの、中国勢はグローバルサウスを中心に世界の自動車勢力図を塗り替え始めた。 

BYDは PHVの価格競争力を武器に、24年の販売台数で初めてホンダを超えた。一方、直近の値引き戦略が業界団体

に非難されたため、BYD の PHV の販売台数伸び率は 24 年の 73％増から 25 年 1～7 月の 15％増にとどまり、成長に

ブレーキがかかった。今後、当社がどれだけ伸びるかは、日本車のグローバル戦略に大きな影響を与える。また、スマホ

事業を強みとなるファーウェイと小米の参戦により、中国 EV メーカーをのみ込む淘汰が加速する一方、業界で本格的な

地殻変動が始まり、「走るスマホ」の破壊力はいよいよ見え始めた。 

本講義は中国企業の工場視察、各社 ADAS の乗車体験などで得た生の情報を活用して、表と裏から中国自動車業界

の最新動向について解説したうえで、日本企業の中国事業を展望する。 
 

１．中国の新車市場の変化  
・市場構造（EV、PHV、エンジン車） ・勢力図の変化 ・淘汰戦の開始 

２．中国勢の海外展開 
・海外進出先の変化 ・メーカー別の変化 ・今後の予測 

３．BYDは「中国 EVに第 2の恒大」になるか 
・電子手形と過剰債務のリスク ・「垂直統合」戦略に死角はないのか ・BYDがどこまで成長できるか 

４．ファーウェイ、小米の EVが中国市場を席巻できるか 
・2社の強みと可能性 ・乗車体験（1）各社の知能化の評価 ・乗車体験（2）ロボタクシーの実態 

５．裾野産業の進化  
・電池最大手 CATLの変化 ・発火しない電池と超急速充電 

・バイワイヤ、低空経済（eVTOL）、ヒト型ロボットの需要 

６．日系自動車メーカーの対応 
・欧米・韓国勢の対応 ・大手日系 3社の実態 ・トヨタの可能性 

７．日系サプライヤーの苦戦  
・課題と今後の展望 

８．質疑応答／名刺交換 

※論考はあくまで個人的見解であり、所属組織とは無関係です 

●会場受講者特典 
『2040 中国自動車が世界を席巻する日 BYD、CATLの脅威』（2025年7月／日経BP・日本経済新聞出版刊）を進呈 



 
 

ＰＲＯＦＩＬＥ  湯 進（たん じん）氏 
 

  

上海工程技術大学客員教授、博士（経済学）。みずほ銀行上席主任研究員として自動車・エレクトロニクス産業を中心とした

中国の産業経済についての調査業務を経て、業界知見を活用した日系自動車関連の中国事業を支援。中央大学兼任教員、

専修大学客員研究員、日本経済新聞電子版 Think! エキスパートを歴任。著書に『2040 中国自動車が世界を席巻する日

-BYD CATLの脅威』、『中国の CASE革命－2035年のモビリティ未来図』、『2030 中国自動車強国への戦略―世界を席巻

するメガ EV メーカーの誕生』（いずれも日本経済新聞出版）、共著・執筆担当『「会社四季報」業界地図 2026 年版』（東洋

経済新報社）、『高所得時代の中国経済』（東京大学出版会）など多数。 
関連情報はこちら   湯進氏  | 週刊エコノミスト  Online            【湯 進】投稿一覧 - 日本経済新聞 

 
 

 

●受  講  料 各受講方法 １名につき ３４，１００円（税込） 
同一のお申込フォームよりお申込の場合、２人目以降 ２７，５００円(税込) 

●お申込方法 
 
 

 

二次元バーコード、又は FAXにてお申し込み下さい。 
折り返し受講証、請求書、会場地図（会場受講のみ）ので、お申し込み後、弊社からご連絡するメールにご返信下さい。 
お申込み後、3 営業日以内にお手元に届かない場合は必ずご一報下さい。 
（セミナー会場にて受講される方は、受講証画面を提示、もしくはプリントアウトしてご持参下さい） 
※お客様のご都合でキャンセルされる場合は、「開催１週間前まで」にお申し出下さい。 
その後のキャンセルは、お申し受けできませんのでご了承下さい。 

●お支払方法 請求書を発行いたしますので、開催日までに銀行振込でお願いします。（遅れる場合はご相談下さい） 
 
事前に、セミナー講師へのご期待、ご要望、ご質問をお受けしております。 

可能な限り講義に盛り込んでいただきますので、お申し込み後、弊社からご連絡するメールにご返信下さい。 

■ライブ配信について 
＜１＞Zoomにてライブ配信致します。 
＜２＞お申込時にご登録いただいたメールアドレスへ視聴用 URL と ID・PASS を開催前日までにお送り致しますので、 

開催日時に Zoomへご参加ください。 
 

９月２６日（金）         「中国自動車業界の最新動向：表と裏」          申込日   月   日 

貴 社 名  

所 在 地 
〒                                      〇印をお付けください （ご自宅 ・ お勤め先） 

いずれかの☐に必ず✔をお入れ下さい。 

☐ 会場受講 ☐ ライブ配信 

氏  名
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

  所 属 部 署 ・ 役 職  

Ｔ Ｅ Ｌ （       ）        － Ｆ Ａ Ｘ （       ）        － 

Ｅ－ｍａｉｌ ブロック体でのご記入をお願いいたします。 

いずれかの☐に必ず✔をお入れ下さい。 

☐ 会場受講 ☐ ライブ配信 

氏  名
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

  所 属 部 署 ・ 役 職  

Ｔ Ｅ Ｌ （       ）         － Ｆ Ａ Ｘ （       ）         － 

Ｅ－ｍａｉｌ ブロック体でのご記入をお願いいたします。 

※「受講証」等の送付先が上記と異なる場合は下記にご記入下さい。  Ｋ 

通信欄   

 

●E-mail アドレス登録受付＆ご紹介キャンペーン実施中〔Amazon ギフト券（５００円）を進呈いたします〕 

□セミナーへのお申込みではなく、メール配信登録のみの方は左記へ✔を入れて下さい。 
※携帯アドレス、フリーメールアドレスは登録対象外となっております。 
※メール配信登録をご希望の方をご紹介下さい！ご紹介いただいた方には Amazonギフト券（５００円）を進呈させていただきます。 
※上記お申込フォームに、ご郵送先（貴社名・所在地・氏名・所属部署・役職）をご記入下さい。 

 

■主催（お申込み・お問い合せ先） 株式会社 新社会システム総合研究所 

お申込み受付 FAX ０３－５５３２－８８５１ 
〒105-0003 東京都港区西新橋２－６－２ ザイマックス西新橋ビル４階 
Tel:03-5532-8850／E-mail:info@ssk21.co.jp／URL:http://www.ssk21.co.jp 
※配信停止、宛先変更、個人情報の苦情及び相談・開示は上記までご連絡下さい。    ２５４４５－V  

詳細・お申込はこちら↓ 

 

 

https://weekly-economist.mainichi.jp/%E6%B9%AF%E9%80%B2%E6%B0%8F/
https://www.nikkei.com/topics/EVP01199

